
令和７年度生活支援体制整備事業「はじめの一歩講座」 

  

ＯｆｆｉｃｅＳＯＮＯＺＡＫＩ 代表 園崎秀治（そのざき しゅうじ） 

代表プロフィール 

・1994年、早稲田大学教育学部を卒業、社会福祉法人全国社会福祉協議会に入職。 

・1999年、台湾中部大震災（死者 2,415人、行方不明 29人）支援のため 2度現地入り。 

・2005～12年、14年～18年 ボランティアセンターの災害担当として、災害 

発生時に先遣として現地入りし、全国段階での支援の要否確認に入る役割を 

担ってきた。 

・訪問した災害ボランティアセンターの数は 152を数える。（2025.10時点） 

・2021年、27年勤めた社会福祉法人全国社会福祉協議会を退職。 

より柔軟に、より積極的に全国各地の防災・減災活動支援、被災地支援に 

貢献すべく、独立。被災地支援の三原則（被災者中心、地元主体、協働） 

を旨とする「オフィス園崎」として活動を開始している。 

 

 

地域で高めあおう「受援力
じ ゅ え ん り ょ く

」 

  令和７年は全国各地で様々な災害が発生しました。 

  静岡県牧之原市の突風、八丈島の台風２２号・２３号、大分市の強風 

による火災などなど…。 

  いつ、どこで、そのような災害が発生するか？誰にも知る由もありませ 

ん。災害に備えることはもちろんのこと、予測不能かつ、予測を超えて発 

生する災害になす術はないのでしょうか。近年の災害で変わりつつある制度 

や対応について、災害現場の最前線で活躍さている 

園崎さんをお招きし「受援力」について学びます。 

 「受援力」とは、災害や困難な状況に直面した際 

に支援を受け入れる力です。有事に限らず、日常で 

も同様の考え方が必要となっており、地域で共有す 

ることが重要です。 

災害を切り口とし、地域のつながりを再構築するきっかけとして、自治会・ 

防災・福祉などの関係者で聴講したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月２４日（土）午後２時～ 



令和７年度生活支援体制整備事業「はじめの一歩講座」 

  

  本講座では「知る」「つながる」をテーマとし、近年発生している災害の状況か 

 ら学び、災害時のみならず、日常生活でも「受援力」を高めることで、“地域共生社会” 

の実現を目指します。 

～講座の内容～ 

日 時：１月２４日（土）１４：００～１５：３０ 

講 座 内 容 等 

テーマ：地域でたかめあおう「受援力」 

内 容：講演会 

講 師：園崎秀治 氏 

（office 園崎代表、元全国社会福祉協議会職員） 

    ※表面プロフィールに概略を記載しています） 

※研修修了者は、はじめの一歩修了者として名簿に掲載されます。 

 

場 所：大井町生涯学習センター ２階 第１・２会議室 

 

対象者：町民全般（はじめの一歩修了者含む） 

 

定 員：５０名（先着順） 

  

申 込：１月１６日（金）まで 

  

 

 

社会福祉法人大井町社会福祉協議会 

Tel：84-3294 Fax：85-3123 

ﾒｰﾙ：info@ooi-shakyo.jp 

  申し込みフォーム：https://forms.gle/fVuEgUciJBL9TV646 


